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年 7 月に総務省大臣官房技術総括審議官を拝命し、総務省の宇宙開発に携わ
ることとなりましたが、それから間もない去る 8月 29日、宇宙開発事業団が
H-ⅡA ロケットの打上げに成功しました。今回の打上げ成功は、我が国の宇
宙開発に大きな前進をもたらす非常に喜ばしい出来事であり、宇宙開発に携

わる立場として今回の成功の喜びを分かち合えたことは大変幸運であったと感じて
います。 

本



 
また、一昨年の H-Ⅱロケット 8 号機の失敗以来、長いトンネルを抜けての今回の
打上げ成功は、宇宙開発に対する国民の信頼感を取り戻すとともに、21世紀の科学技
術にとって最大のフロンティアの一つである宇宙に人々が再び目を向けるきっかけ
ともなるでしょう。 

 
一方、インターネットをはじめとする情報通信の進展は近年めざましいものがあり、
政府は本年 1 月に施行された IT基本法に基づいて、高度情報通信ネットワーク社会
の形成に向けて研究開発をはじめとした様々な施策を展開しているところです。こう
した中で、同報性、広域性、耐災害性等に優れる衛星通信の役割もますます重要にな
ってきています。 

 
総務省としても、衛星通信の一層の高度化を目指し、次世代のパーソナル移動体衛
星通信や超高速大容量衛星通信の実現等に向けて、ETS-Ⅷや超高速インターネット衛
星といった、通信・放送・測位等の分野における衛星開発を推進しています。宇宙開
発においてロケットと衛星は車の両輪であり、今回のロケットの打上げ成功に続くべ
く、これらの衛星開発も着実に推進していきたいと考えています。 

 
また、衛星通信の更なる発展のためには、産学官の協力や国際的な連携・協調が不
可欠です。我が国の衛星通信を支える中心的な方々がメンバーとなっている AIAA衛
星通信フォーラムが、今後とも一層精力的な活動を展開し、21世紀の我が国の衛星通
信の発展を引き続きリードしていくことを期待しています。 


